
V コスト削減策について

平成� 22年度鉄道統計午報のデータをもとに、間程度の規模であり 北総鉄道社と同様に資

本費負担に苦しむ近郊路線(東葉高速鉄道社、埼玉高速鉄道株式会社(以下 「埼宗一l高速鉄

道社� Jとしづ� o) )や京成グループ勺他路線(京成電鉄社、新京成電鉄株式会社(以下 新京

成屯鉄社」という� o) )との生産性の比� l鮫を行ったじ

1.現状のコスト構造と他路線との比較� 

① 人件費� 

-会社全体

「職員 1 人当たり人件費 j は 、 京成電鉄社や新京成電鉄十土 と 比べると {尽く、崎J~高速

鉄道性、東葉尚速鉄道社と比べるとやや出し、ものの同程度の;K準であるのまた、「営業キ

ロν可たりの� lTi故日数」での比� t較では、他の路線と 比較して生必効率が高いと いえる「

山 田営業キロ当たり の職声芸昔、� 
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f1駅あたりの駅職員数jは、駅の規模が大きな京成電鉄社と比較すると非常に少なく、

同規模の新京成電鉄社や、地ド鉄の埼玉高速鉄道社や京葉高速鉄道祉と 比較しても少な

し、水準で‘あり、必要最低限の人数で、ある ことがうかがえる〈

営業キロとは、運賃を計算する際に使用する距離の単位であり、実際の路線の長 さと若干� :3

のj主いが� 'tじる こともある� ι� 
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-運転1

「造転士あたりの年間走行キロ� Jについて、埼1三高速鉄道十i:や東柴高速鉄� i豆半i:と比較

すると、北総鉄道社の運転士の生産性は高いといえる。� 
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 -運転士めたりの年間走行キロ� 

り:.，
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効率的な人民配置をしており、� 

② 経費� 

-車両� i

「車両あたりの年間輸送量� lJは、埼玉高速鉄道杜や東葉高速鉄道社、新京成電鉄社等

と比べ非常に高く、効率的な逆一行を行っているといえる。� 

1年間輸送量とは、旅客:の人数とその旅客を輸送した距離� (km単(立)を掛け什わせたもの

で、あり、� 1人の旅客を� lkm輸送した輸送量が� 1人キロで、ある。� 

-53-



(i.()Oii 
車両あた� Lつの年間輸送量� 

).!lOO 

00(1 -! 

:; 000 

00u .:2

1.O(川)� 

υ 
北松 埼玉高速東葉高速 新京成

-保守管理費

「常業キロ当たり保守管理費(電路、線路、車両保存昔を除く)� Jは、他路線と比較し

て比較的高い値を示 しているが、千葉ニュータウン鉄道からの保守業務受託による費用

も含まれており、 一概に比較することは妥当ではない� c
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人件費同様、特に I~l 立った非効平が発生しているわけではないい .

招く可能性があり、両者のバランスを適切にとっていくことが必要である。� 

2. 結論

日τ1� 
/' 

開業当時カ、ら~~?;に所 j路線であった北総鉄道社[土、 平成� 12年度についに黒字への転換を� f

d 


、の負担巴1]，これは、鉄道運輸機構からの手下度には債務超過を解消した“4成し遂げ、平成 法� 

が大 Ip~に軽減されたこと に よる影響によるものが非常に大 き t 、が、 一方で ~t総鉄道祉に よ

る経常コスト削減の努力によるものでもあると

その結果、同規模の他路線と比較した場合、明らかに生� j主効率は低いとは言えず、現状� 
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の枠組みの中で、は効率的な経営を行っていると考えらえるが、利用者の安全性と利便性を

損なわない範|割において-)，習のコスト削減努力をしていく必要がある。� 
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